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令
和
四
年
も
残
す
と
こ
ろ
あ
と
僅
か
と

な
り
ま
し
た
が
、
区
民
の
皆
様
に
は
一
年

間
区
の
行
政
運
営
に
多
大
な
ご
支
援
と
ご

協
力
を
頂
き
、
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。 

 

一
月
に
区
長
を
仰
せ
つ
か
り
、
区
行
政

を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
直
ぐ
に
大
雪
で
波
乱

の
船
出
と
な
り
ま
し
た
が
、
昨
年
一
昨
年

よ
り
続
く
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響

の
た
め
、
本
年
も
区
、
公
民
分
館
、
各
種

団
体
等
の
行
政
、
運
営
に
大
き
く
影
響
し

て
、
一
年
間
難
し
い
決
断
が
続
き
ま
し

た
。 

 

区
、
三
役
に
な
り
一
度
も
通
常
行
っ
て

い
た
行
事
を
経
験
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ

ん
で
し
た
。
早
く
こ
の
コ
ロ
ナ
禍
が
終
息

に
向
か
い
、
従
来
通
り
に
行
政
が
進
め
て

い
け
る
よ
う
に
祈
り
ま
す
。
そ
の
中
本
年

公
会
堂
の
全
て
の
障
子
張
替
え
、
一
部
誘

導
灯
の
交
換
を
行
い
ま
し
た
。
九
月
に
は

水
道
管
の
漏
水
が
わ
か
り
、
場
所
を
特
定

す
る
こ
と
が
大
変
で
し
た
が
、
無
事
に
修

理
す
る
事
が
出
来
ま
し
た
。 

 

今
年
の
隣
組
の
組
数
は
昨
年
と
同
様
で

す
が
、
来
年
は
増
え
る
こ
と
に
な
る
と
思

い
ま
す
。
今
後
増
加
す
る
塩
川
町
に
大
勢

の
区
民
の
皆
様
の
ご
協
力
を
お
願
い
い
た

し
ま
す
。
そ
し
て
、
隣
組
長
の
皆
様
、
各

種
団
体
の
皆
様
、
区
役
員
の
皆
様
、
皆
様

の
ご
協
力
の
も
と
進
め
て
く
る
こ
と
が
出

来
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
結
び
に
、
塩
川
町
の
益
々
の
発
展
と

区
民
の
皆
様
の
ご
健
勝
と
ご
多
幸
を
お
祈

り
申
し
上
げ
、
退
任
の
挨
拶
と
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。 

 

一
年
間
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。 

 

十
一
月
十
二
日
・
十
三
日
お
よ
び
十
九

日
・
二
十
日
に
第
二
・
三
隣
組
長
会
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
会
議
で
は
、
来
年
度
区

役
員
の
選
出
・
選
挙
、
隣
組
世
帯
名
簿
の

提
出
に
つ
い
て
説
明
・
依
頼
を
行
い
ま
し

た
。
隣
組
長
の
皆
様
に
は
、
区
費
収
納
、

配
布
物
な
ど
、
一
年
間
ご
協
力
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

               

 

十
一
月
九
日
か
ら
十
五
日
ま
で
、
全
国

一
斉
秋
季
火
災
予
防
運
動
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
寒
く
な
っ
て
き
て
暖
房
器
具
を
使
用

す
る
機
会
が
増
え
て
き
ま
し
た
。
ス
ト
ー

ブ
や
フ
ァ
ン
ヒ
ー
タ
ー
を
使
用
す
る
際

は
、
カ
ー
テ
ン
や
衣
類
、
布
団
な
ど
燃
え

や
す
い
物
の
近
く
で
は
使
用
し
な
い
な
ど

気
を
付
け
る
こ
と
で
暖
房
器
具
に
よ
る
事

故
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
る
そ
う
で
す
。
火

災
予
防
運
動
期
間
中
に
、
放
水
訓
練
と
共

に
ラ
ッ
パ
吹
奏
の
練
習
も
行
っ
て
い
ま

す
。 
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十
月
二
十
九
日(

土)

午
後
七
時
よ
り
、

公
会
堂
二
階
大
広
間
に
て
、
須
坂
市
人
権

交
流
セ
ン
タ
ー
館
長 

畠
山
信
重
様
を
講

師
と
し
て
お
招
き
し
、
人
権
問
題
学
習
会

が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

講
演
で
は
、「
シ
ェ
ア
し
て
み
た
ら
わ

か
っ
た
こ
と
」
の
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
視
聴
し
ま
し

た
。
シ
ェ
ア
と
い
う
言
葉
は
、
共
有
と
い

う
意
味
を
持
ち
ま
す
。 

 

シ
ェ
ア
ハ
ウ
ス
で
、
年
齢
や
社
会
的
立

場
が
異
な
る
人
た
ち
と
共
に
暮
ら
し
て
い

く
中
で
、
時
間
や
空
間
、
思
い
を
「
シ
ェ

ア
」
し
て
、
様
々
な
人
権
課
題
に
気
づ

き
、
考
え
、
理
解
し
て
い
く
と
い
う
映
像

で
し
た
。
人
権
課
題
の
テ
ー
マ
と
し
て
、

外
国
人
に
関
す
る
人
権
・
性
自
認
や
性
的

指
向
に
関
す
る
人
権
・
外
か
ら
見
え
に
く

い
障
が
い
の
あ
る
人
の
人
権
・
災
害
時
の

人
権
に
つ
い
て
ご
自
身
の
経
験
を
語
り
、

互
い
に
気
持
ち
を
共
有
し
て
理
解
に
つ
な

げ
て
い
ま
し
た
。 

 

こ
の
講
演
を
通
じ
て
、
多
様
性
の
社
会

を
生
き
て
い
く
上
で
、
お
互
い
の
個
性
を

認
め
合
う
こ
と
で
、
孤
立
や
孤
独
が
生
ま

れ
に
く
く
、
つ
な
が
り
の
あ
る
社
会
に
向

か
っ
て
い
っ
て
ほ
し
い
と
感
じ
ま
し
た
。 

     

               
【
環
境
衛
生
部
よ
り
】 

❘ 

ご
み
の
分
別
の
徹
底
に
つ
い
て 

❘ 

 

日
頃
、
区
民
の
皆
様
に
は
ご
み
の

分
別
に
ご
協
力
い
た
だ
き
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。
し
か
し
、
分
別
が

不
十
分
な
ま
ま
出
さ
れ
て
い
る
場
面

が
見
ら
れ
ま
す
。 

 

収
集
さ
れ
ず
に
残
っ
た
ま
ま
で
す

と
、
他
の
地
域
住
民
の
方
の
迷
惑
と

な
り
ま
す
。 

改
め
て
、
ご
み
の
分
別
を
徹
底
し

て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
、
お
願
い
い

た
し
ま
す
。 

  

 

今
回
は
塩
川
町
を
離
れ
、
コ
ロ
ナ
の
影

響
で
三
年
ぶ
り
の
開
催
と
な
り
ま
す
「
須

坂
大
菊
花
展
」
の
撮
影
に
行
き
ま
し
た
。 

 

臥
竜
公
園
内
の
特
設
会
場
に
約
六
百
鉢

が
出
品
さ
れ
て
お
り
、
臥
竜
山
の
紅
葉
や

竜
ヶ
池
と
共
に
、
秋
を
楽
し
み
ま
し
た
。 

 

 

  

     

 

人
権
問
題
学
習
会 

開
催 

区
か
ら
の
お
知
ら
せ 

季
節
の
風
景 

今 後 の 行 事 予 定 

12月 18日 (日) 8:00 ～ 公会堂清掃（83,84組）

12月 21日 (水) 14:00 ～ 大祓祭　　縮小 （熊野神社）

12月 31日 (土) 23:30 ～ 越年祭 （熊野神社）

1月 5日 (木) 定期総会　　中止 →書面開催へ変更

1月 8日 (日) 13:30 ～ どんど焼き

1月 14日 (土) 19:00 ～ 第1回隣組長会 ― 奇数組 （公会堂）

1月 15日 (日) 8:00 ～ 公会堂清掃（85,86組）

1月 15日 (日) 19:00 ～ 第1回隣組長会 ― 偶数組 （公会堂）

1月 31日 (火) 7:00 ～ 9:00 第1回収納日 （公会堂）


